
蒲原地区
施設一体型小中一貫校化

についての説明会

令和２年11月
静岡市教育委員会事務局

本日の目的
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これまでの統合準備委員会での意見等を踏まえた
市教育委員会としての対応方針を説明

１ 蒲原地区からの要望について

２ 蒲原地区学校統合準備委員会 及び

アンケートの意見

３ 新しい学校の授業(教育課程)について

４ 新しい学校施設について

５ その他

６ 今後の予定
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１ 蒲原地区からの
要望について

令和２年５月に蒲原地区連合自治会、
蒲原ＰＴＡ連絡協議会、蒲原まちづく
り委員会から要望書が提出された。

【要望内容】

蒲原西小学校、蒲原東小学校、蒲原中
学校を統合し、小中一貫校とする
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１ 蒲原地区からの要望について
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【要望の背景】
○蒲原地区では児童生徒数が減少しており、特に
蒲原西小は全学年が単学級となっている。

○蒲原東小は海に近く、立地に不安がある。

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合計
（参考）
令和７
推計

蒲原西小学校 24（１） 26（１） 24（１） 26（１） 29（１） 27（１） 156（６） 126

蒲原東小学校
30（１）
特支３

44（２）
特支１

39（２）
45（２）
特支１

31（１）
35（１）
特支２

224（９）
７（２）

163

小学校計 57 71 63 72 60 64 387 289

蒲原中学校 59（２） 76（３） 74（３） － － － 209（８） 169

【参考】児童・生徒数（学級数） 令和２年５月１日現在

１ 蒲原地区からの要望について
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２ 蒲原地区学校統合
準備委員会 及び
アンケートの意見
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※主な意見

目指す子ども像

２ 蒲原地区学校統合準備委員会 及び
アンケートの意見

１ 思いやり・優しさを持つ子
２ 郷土や地域への愛着を持つ子
３ 豊かなコミュニケーション力を持つ子

どのような学習を望むか

１ 異学年の子との交流や特別な支援を要する子への
支援

２ 地域の方との交流、地域のことを知る学習
３ 表現力や英語に力を入れた学習
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※主な意見

２ 蒲原地区学校統合準備委員会 及び
アンケートの意見

どのような施設があるといいか

１ 異学年の子や特別な支援を要する子、地域の方が
交流・学習できるスペース

２ ＩＣＴを活用できる環境（シェルビービル市との
交流もより身近になる）

蒲原のコミュニティを大切にし、
蒲原の子は蒲原で育てていきたい
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３ 新しい学校の授業
(教育課程)について
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３ 新しい学校の授業(教育課程)について

（１）異学年交流活動

（２）特別な支援を要する子への支援

（３）地域の方との交流、地域のことを

知る学習

（４）表現力や英語に力を入れた学習
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（１）異学年交流活動

３ 新しい学校の授業(教育課程)について

体育館

校舎

技術
科棟

体育館

校舎

小４と中２の合同英語授業

（蒲原西小学校・蒲原東小学校・蒲原中学校）

小６が中学校の部活へ体験入部
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（２）特別な支援を要する子への支援

３ 新しい学校の授業(教育課程)について

体育館

校舎

技術
科棟

体育館

校舎

特別支援学級での授業 特別支援学級と普通学級との交流
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（３）地域の方との交流、
地域のことを知る学習

３ 新しい学校の授業(教育課程)について

体育館

校舎

技術
科棟

校舎

10年後の蒲原について考える学習

（蒲原中学校）

（４）表現力や英語に力を
入れた学習

シェルビービル市による学校訪問

（蒲原中学校）

14

４ 新しい学校施設に
ついて
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４ 新しい学校施設について

・現在の蒲原中学校の場所に小中一体型の
新しい校舎を建設予定

・校舎に設けるスペースや機能については、
来年度のワークショップ等で地域や学校と
ともに検討していきたい
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異学年交流活動を活発にする校舎（例）

４ 新しい学校施設について

広いランチルーム 小中合同の学校図書館

（つくば市立春日学園義務教育学校）
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４ 新しい学校施設について

運動場に面したベンチのあるスペース 多目的に使えるオープンスペース

異学年交流活動を活発にする校舎（例）
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４ 新しい学校施設について

地域の方と交流できる
校舎（例）

地域の方と交流できる多目的室

表現力や英語に力を入れた
学習ができる環境（例）

ＩＣＴ教室
（和洋九段女子中学校・高等学校）
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４ 新しい学校施設について

【その他に統合準備委員会で出た意見】

・回遊性が高い校舎

・富士山が見えるスペース

・小学生用の遊具の充実 など
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５ その他
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（１）経済的負担が生じないよう通学支援

５ その他

蒲原西小学校

蒲原東小学校

蒲原中学校

・バスでの通学を前提
・概ね現在徒歩通学圏の距離以上の
徒歩通学は求めない

22

（２）給食施設

５ その他

・引き続き、蒲原の中で給食を作っていく

・新たにアレルギーを持つ子への対応

（３）児童クラブ

（４）跡地利用

現在の蒲原中学校敷地内への移転を検討

・現時点では未定

・今後、地域の方と検討し決定
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５ その他

（５）防災機能

・津波浸水想定区域外
・津波避難ビル、避難所、救護所、防災ヘリ

ポート

津波避難訓練（蒲原中学校） 地域防災訓練（蒲原中学校）
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６ 今後の予定



令和２年度 保護者や地域住民の合意形成

令和３年度 基本計画、ワークショップ

(目指す学校の姿を設計に反映)

令和４年度 設計

令和５～６年度 工事

令和７年度 施設一体型小中一貫校開校
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６ 今後のスケジュール（案）

※最短スケジュール見込み


